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日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 

お正月遊び 

5 

お正月遊び 

6 

お正月遊び 

7 

お正月遊び 

8 

お正月遊び 

9 10 

成人の日 

11 

自由遊び 

12 

相談日 

13 幼児 

だるまの 

手形作り 

14 幼児 

だるまの 

手形作り 

15 

運動遊び 

16 17 18 

ぴよぴよ 

 

19 

自由遊び 

20 

ぴよぴよ 

21 

ぴよぴよ 

（命を守る

訓練） 

22 

たこ作り 

23 24 

自由遊び 

25 

ぴよぴよ 

(お面作り) 

26 

お面作り 

27 

ぴよぴよ 

（誕生日会） 

28 

ぴよぴよ 

（誕生日会） 

29 

自由遊び 

30 31 あけましておめでとうございます。 

旧年中は、皆様に大変お世話になりました。本年もよろしくお願い致します。 

 

◎冬休み中の利用時間のお知らせ（12 月 25 日～1 月８日まで） 
①午前 10 時～午後 11 時 30 分 ②午後 1 時 30 分～午後 3 時  

③午後 3 時 30 分～午後 4 時 30 分 

 

※1 月 11 日～は平日時間と土曜日時間となります。 

平日 土曜日 

①午前 10 時～午前 11 時 30 分 ①午前 10 時～午前 11 時 30 分 

②午後 1 時 30 分～午後４時 30 分 ②午後 1 時 30 分～午後 3 時 

③午後3時30分～午後4時30分 

 

◎1 月から利用の仕方を 1 部緩和いたします。 
1 月より市内の児童館（4 館）どこでも利用可能と致します。 

利用できる館は 1 日 1 館です。 

（例：同じ日に、午前 樽上児童センター 午後 南小田児童館という利用の仕方は×です。） 

 

利用について 

☆利用人数を制限しながら開館していますので、予約をお願い致します。利用申し込みは、利用の 

1 週間前から受付致します。 

☆平日は①②の中の、土曜日は①②③のどこか１つの時間での利用でお願い致します。 

ただし、「ぴよぴよ」に参加されても②の利用ができます。 

☆利用時には、マスク着用（年少以上）、検温、手指消毒をお願い致します。 

☆利用人数を制限していますので、市外の方の利用はご遠慮願います。 



※付き添いについて・・引き続き瑞浪市在住の方のみ利用可能ですが、付き添われる方が瑞浪市在 

住の場合、お孫さん等が市外の方でも利用可能といたします。 

◎ただし、当面の間は市外の方を東濃 5 市（多治見、土岐、恵那、中津川）に限らせていただき 

ます。 
※今後、状況次第で変更になる場合もあります。瑞浪市社会福祉協議会のホームページや児童館でご確認ください。 

 

 

 

幼児教室（ぴよぴよ）ってなあに？ 

 

日 時：毎週火・木・金 11 時～11 時 20 分頃 

対 象：未就園児 

内 容：歌、手遊び、工作、体操等 

                  

コロナ対策として 
       ・10 組限定で行います。参加される方は予約をお願い致します。 

        予約は、行事の 1 週間前から受付します。 

       ・コロナの状況により、行事の変更がある場合があります。 

        気軽にお尋ね下さい。 

   

◎「ぴよぴよ」の参加について 

毎週火・木・金の幼児教室は、空きがあれば何回でも利用できるようになりました。 

   ※利用が多い場合には、その週に初めて利用される方を優先とさせていただきます。 
 

 

行事のお知らせ 
12 日（金） 『相談日』 

職員が相談を受けます。どんな悩みでも大丈夫です。話してスッキリしましょう。 

 
13 日（木）・１４日（金） 『だるまの手形作り』 

画用紙のだるまに手形を押します。 

 
２７日（木）・２８日（金） 『誕生日会』 

対象の子は手形を取りますので、10 時 45 分までに遊びに来てください。 

 

～南小田児童館のちょっといい話～ 

12 月 9 日、10 日で幼児のクリスマス会を行いました。当日はたくさんの方に参加して頂き、ありが

とうございました。 

クリスマス会の中で、子ども達がホワイトボードに絵を貼っていき、壁面を完成させる場面がありま

した。その時、雪だるまを逆さまに貼る子がありました。それを見た親さんを初め、周囲の大人がみん

な「上手にできたね」と声を掛ける姿には感動しました。 

大人になると「こうでないといけない」という固定概念が増えていきますが、子どもの貼った逆さま

の雪だるまを否定することなく、認めてあげられる親さんの気持ちは、子どもの「自分はこれでいいん

だ。」という自己肯定感を育むことができ、生きる力になっていくと思います。 


